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日本における白系ロシア人史の断章

―プーシキン没後 100年祭 (1937年、東京）―

沢　田　和　彦

　1937年に東京で、在日亡命ロシア人によってプーシキン没後 100年祭が開かれた。この
出来事は、A. I. マモーノフの『日本におけるプーシキン』(1)でも触れられていない。
　次に示すのは、その予定プログラムである。

プーシキン記念

大詩人死亡の日より 100周年を記念して

　日本在住亡命露人協会執行部は、ロシアの天才詩人A. S. プーシキンの死亡の日より 100
周年を記念して 1937年２月 11日に以下の行事を催すことをお知らせします。
　午後６時にニコライ堂（神田区駿河台）にてセルギイ日本府主教座下により厳粛なるパニ

ヒダが執り行われます。

　午後 7時より基督教青年会館（Y. M. C. A.、神田区）の建物にて、協会執行部によりプー

シキン記念の夕べが挙行されます。

夜の部の予定プログラムは以下のとおり

第一部

1.　協会会長 P. P. ペトロフ陸軍少将による夕べの開会とプーシキンの肖像画の披露

2.　セルギイ府主教座下の開会の辞

3.　プーシキンのいくつかの作品の朗読
4.　『ボリス・ゴドゥノーフ』

a） チュードフ修道院の僧房

ピーメン S. M. サリャーエフ

グリゴーリイ I. L. シシーキン

b） 噴水の場

僭称皇子 ワルシャワ帝室劇場舞台女優 A. D. ドルツカーヤ

マリーナ 日本の有名女優 E. A. スラーヴィナ

1 Мамонов А. И. Пушкин в Японии. М.: Наука, Главная редакция восточной литературы, 1984. 326 с.



－ 328－

沢田和彦

第二部

1.　「プーシキンとロシアと亡命」 P. P. ペトロフ陸軍少将

2.　『エヴゲーニイ・オネーギン』

a） タチヤーナの手紙 女優スラーヴィナ朗読

b） 庭園の場
タチヤーナ 女優スラーヴィナ

オネーギン 女優ドルツカーヤ

3.　パブストによるチャイコフスキイのオペラ『エヴゲーニイ・オネーギン』の編曲
ピアニストV. D. ベロウーソワ演奏

4.　「偉大なロシア作家たちのプーシキン評価」 G. I. チェルトコーフ

　　その他の出し物

　夜の部の純益は、東京のA. S. プーシキン名称ロシア初等国民学校の費用と、日本在住亡

命露人協会図書室の拡充と協会の文化・啓蒙活動に充てられます。

入場料

大人　１円

生徒　50銭

寄付金は入場の際、また以下の協会事務局でも受け付けます。

日本在住亡命露人協会

東京市麹町区内幸町 1丁目 5　中林ビルディング　　電話　「銀座」（57）3682

　このプログラムは 1937年１月に作成され、前もって各亡命ロシア人宅に送付されたし、
また東京市神田区のニコライ堂の入り口でも配布されたという(2)。原文はロシア語、最後の
２行のみ英語である。以下プログラムの各項目、人名、固有名詞に注釈をつける形で、即ち
プーシキン没後100年祭を「のぞき窓」として、在日白系ロシア人の生活の流れを捉えてみ
たい。

2
あがつま

1999年５月 10日に群馬県吾妻郡草津温泉町在住のK. M. トルシチョーフ氏から電話で行った聞き取り調
査による。なお本プログラムも氏のご好意により拝見することができた。
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1.

　 100 　周知のように、ロシアの国民詩人アレクサンドル・セル
ゲーエヴィチ・プーシキン（1799―1837）は、自分の妻に言い寄るフランス人ダンテスと旧
ロシア暦1837年１月27日にペテルブルグのチョールナヤ・レチカ河畔で決闘し、右腹部に
致命傷を負って２日間激痛に苦しんだ後、１月 29日午後２時 45分に息を引き取った(3)。こ
れは新暦で２月 10日に当たる。
　 (4)　『内務省統計報告』の「在留外国人国籍別人員」及び内閣統計
局『日本帝国統計年鑑』の「内地在留外国人国籍別」によると、1936年末現在で日本在留
の外国人総数は 40865人、「舊露西亜」人は男 660人、女 634人、計 1294人。都道府県別の
ベスト・ファイブは、一位が兵庫の 399人（男 193人、女 206人）、二位が東京の 385人（男
195人、女 190人）、三位が神奈川の 161人（男 84人、女 77人）、四位が北海道の 85人（男
41人、女 45人）、五位が愛知の 54人（男 28人、女 26人）。兵庫県は神戸市、神奈川県は横
浜市にそれぞれ集中していたものと思われる。1923年の関東大震災以前は在日ロシア人の
半分以上が横浜に居住していたが、震災以後は神戸と東京が彼らの社会の中心地となった(5)。
但し、これは正式に登録された人々のみで、それ以外に一時滞在のロシア人も少なからずい
た。「舊露西亜」人の中にはタタール系、ユダヤ系の人々も含まれていたはずである。一方
「ソヴェート聯邦」人は男144人、女124人の計268人で、うち大使館・公使館人員が14人、
領事館人員が６人である(6)。
　内務省警保局編『極秘外事警察概況　第３巻　昭和 12年』によると、この年日本国内の
白系ロシア人の団体としては次のようなものがあった。「日本在住亡命露人協会」、「北海道
亡命露国人協会」(7)（1929年設立、函館市、20名）、「神戸露国避難民協会」(8)（1927年設立、神
戸市、約10名）、「全露ファシスト党日本支部」（1933年7月設立、東京市本郷区、20名、ハ
ルビンで生まれた右翼団体の支部、国内では他に横浜・九州支部あり）、「白系露西亜人文芸
会」（1937年 3月 21日設立、東京市淀橋区、会員数不明）、「露西亜婦人慈善会」（1932年設
立、東京市神田区、15名）、「西比利亜民族協会」（1934年設立、東京市神田区、10名）、「露
国正統王朝派同盟(9)日本帝国陸海軍支部軍団」（1931年設立、長崎市、16名）、「神戸露国婦
人慈善会」(10)（1933年または 1934年設立、神戸市、会員数不明）、「スビヤトウヌ、ペンスキ
プラボスラーブニヤ教会」（聖ウスペンスキイ教会、1931年設立、神戸市、30名）、「キリス

3 浅岡宣彦編「プーシキンの年譜」國本哲男・法橋和彦編『プーシキン生誕 180年記念論集』所収、ナウカ、
1981年、90頁。

4 ロシア語名は “Русское национальное общество эмигрантов в Японии”、英語名は “The National Soci-

ety of Russian Émigrés in Japan”。
5 倉田有佳「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会―」『ロシ
ア史研究』62、1998年３月、36、39頁。

6 『内務省統計報告　第 50巻　昭和 11年』日本図書センター、1990年、282頁；『日本帝国第五十六統計年
鑑』内閣統計局、1937年、76-77頁。

7 ロシア語名は “Общество взаимопомощи русских эмигрантов на ос. Хоккайдо”。
8 ロシア語名は “Эмигрантское объединение”。
9 ロシア語名は “Монархический союз” か。

10 ロシア語名は “Благотворительное дамское общество” もしくは “Дамский благотворительный кружок в

Кобэ”。
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ト、ロズゼストバンナ教会」（キリスト生誕教会、1925年設立、神戸市、40名）。「露西亜婦
人慈善会」と「神戸露国婦人慈善会」は超党派的団体か。聖ウスペンスキイ教会はハルビン
主教の管下、キリスト生誕教会はニコライ正教の管下で布教活動を行っていた。
　日本在留タタール人は約300名だったが、白系ロシア人とは別個の生活を営んでいた。彼
らはイスラム教徒で、1928年に「東京回教団」（東京市渋谷区、40名）を結成したが、1934
年に「イデル・ウラル・トルコ・タタール文化協会」（東京市渋谷区、15名、他に神戸・名
古屋・九州支部あり）が新たに発足し、この二つの団体が対立した状態にあった(11)。「イデ
ル」はタタール語で「ヴォルガ」の意。
　さて「日本在住亡命露人協会」の設立は、1930年７月 27日のことである(12)。協会の目的
は「合法的手段を以て露国民族解放運動の発展と其実現を可及的援助するにあり」、また「会
員、家族の向上並相互扶助」にあった。会員資格は「日本に在住しソ聯国籍を取得せざる十
八才以上の男女舊露国人」。活動概況は、「正会員、名誉会員の別を設く、会務は総会及幹部
会之を処理す総会は年二回年二、三回演劇音楽会開催収入を維持費に充つ」(13)とある。
　但し、本協会が日本在住亡命ロシア人の最初の組織という訳ではない。1921年の『在留
外国人概況』によれば、露国人の団体はこの時点で既に、日本露国人協会(14)、横浜猶太人
会、横浜猶太人慈善協会、日本在住露国人委員会(15)の４つ存在した。このうち日本露国人協
会は日本在留露国人の救済を目的として1918年７月に組織されたもので、本部は東京のニ
コライ堂、支部は横浜と神戸に置き、会員は 75名。一方、日本在住露国人委員会は、1921
年５月横浜市山手町に「露国ヲ復讐シ過激派ヲ掃蕩スル目的ヲ以テ組織」されたものである
が、その後幹部間の内訌が生じて脱会する者があり、当時は形骸化していた。会員は約 30
名で、元露帝侍従長ミロスラフスキイが会を統率していた(16)。初代会長は露国陸軍中将Yu.

D. ロマノフスキイ。露字新聞『ロシアの事業』をグトマンから引き継いで発行し、1920年
4月からは邦字新聞『未来の露西亜』と改め、事務所を麹町区内幸町 1－ 5、即ち後の日本
在住亡命露人協会の所在地に移して発行した。同年６月 10日発行の第 13号から、『ロシア
の事業』は日本在住露国人委員会の機関紙になった。月４回の発行で、編集長はV. V. シェ
ルストビートフである(17)。ロマノフスキイは 1921年５月に事務所を閉鎖、本紙を廃刊し、
フランスに去った。ミロスラフスキイは二代目会長である。彼は委員会の事務所を横浜市山
手町に移したが、名のみの会長にすぎなかった。同年ウラヂヴォストークにメルクーロフ政
府が樹立されると、同政府に好意を持たないミロスラフスキイらは脱会し、委員会の目的は
メルクーロフ政府援助となった。そして三代目会長に横浜市山手町居住の元オムスク政府商
工大臣アレクサンドル・オコロコフが就任した。当時の会員は約 10名。メルクーロフ政府
が崩壊すると、委員会の存在意義がなくなり、1923年の関東大震災で事務所が焼失して会

11 内務省警保局編『極秘外事警察概況　第 3巻　昭和 12年』龍渓書舎、1980年、149-170頁。
12 『特高警察関係資料集成』第 16巻、不二出版、1992年、269頁。
13 『極秘外事警察概況　第２巻　昭和 11年』1980年、177頁。
14 ロシア語名は “Комитет Русского общества в Японии” もしくは “Русское общество в Японии”。
15 ロシア語名は “Объединенный комитет русских эмигрантских обществ в Японии”。
16 『特高警察関係資料集成』第 15巻、1992年、70頁。
17 Хисамутдинов А. А. К истории русской эмиграции в Японии. 1918 - 60-е годы. Неопубликованная

статья. С.37.
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員は四散した(18)。
　次に「日本在住亡命露人協会」の歩みを追ってみよう。『昭和六年中ニ於ケル外事警察概
要』によると、同年１月８日に神田区小川町で、「東京白系露国人の親睦結束を計る為」東
京露人倶楽部が開設された。この年には既に日本在住亡命露人協会が成立していた訳だが、
１月 14日に東京露人倶楽部で定例総会が開かれた。会長はチェルトコーフ、幹事は元陸軍
中佐シネウルである(19)。ニコライ・シネウル（1877年５月５日－？）は横浜市中区本牧元
町 289番地に居住し、ライジングサン石油株式会社に勤めていた(20)。
　『昭和七年中に於ける外事警察概要』によると、日本在住亡命露人協会の会員は43（45?）
名。事務所は麹町区内幸町 1－ 5［現在は港区新橋の近く］中村［中林］ビル内におかれて
いた。この年の１月10日に総会を開き、沿海州を脱出して稚内に漂着したロシア人に救援
金を支出することを決めた。この事件については、倉田有佳氏の論文「1930年代はじめの
ソ連極東から日本への脱出・漂着者」(21)に詳しい。救援運動は９月以降も続く。２月22日に
は講演会を開催し、露国軍事連盟日本代表シネウルが「未来の戦争」という講演をした。ま
た満州国水害義捐金を在ハルビン４団体に送金した。なおこの時点では本協会とは別に「露
国軍事連盟」なる組織が存在し、会員は約30名、「旧騎兵少佐［コンスタンチン・］シネウ
ル東京代表たるも振はず」(22)と括弧書きされている。
　『昭和八年中に於ける外事警察概要』によると、日本在住亡命露人協会の所在地は、「赤坂
区檜町２」となっている。１月８日に東京基督教青年会館でキリスト降誕祭を施行。２月５
日に総会を開催。チェルトコーフは「イリニツカヤ放火事件」[詳細不明]に関連して会長辞任
を申し出、新会長にシネウルが就任した。他に書記長１名、幹部委員 5名、同候補２名が決
定。３月10日のマルクス記念日には同会館でマルクス記念会反対集会を開催した。脱出ロシ
ア人の救援活動は引き続き行った。４月２日に同会館で反共産主義講演会を開催。６月11日
には同会館で露国文化記念祭を挙行した。同月25日には「日本在住亡命露人協会婦人部」を
置くことを決め、役員を選出した。27日には東北地方震災救済基金募集のための慈善音楽会
とバザーを開催。７月12日には婦人部が婦人と子供のピクニックを開催した。同月16日に
は皇帝ニコライの追悼式を開催した。極東在住旧露国人政治団体の組織図は実に複雑多岐に
わたっている。大別して７つの団体に分かれるが、そのひとつ「エミグラント露西亜亡命露
人協会」の下部組織がハルビン、奉天、日本、長春、上海の 5地域にあり、その日本に日本
在住亡命露人協会が神戸避難民協会、北海道亡命露国人協会とともに属していた(23)。
　１年おいて 1935年度には、事務所は麹町区内幸町 1－ 5中林ビル内に戻った。会員数は
約 70名。会長はペトロフ、他に幹部会員が 6名、監査会員が 5名、書記長が１名。この年
は５回会合を開いている。３月１日には『亡命露人協会会報』第１号を100部印刷、配布し

18 「外事警察より観たる日露関係」内務省警保局編『特秘　外事警察法』31、1925年１月。復刻版、第３巻、
不二出版、1987年、25-27頁。

19 『特高警察関係資料集成』第 16巻、52-53頁。
20 外務省外交史料館所蔵、外秘第 2846号、昭和 10年 12月 16日付、「旧露国人ノ動静ニ関スル件」；外秘第

22号、昭和 11年１月８日付、「旧露国人ノ動静ニ関スル件」。
21 『地域史研究　はこだて』28、1998年９月、16-29頁。
22 『特高警察関係資料集成』第 16巻、269頁。
23 『特高警察関係資料集成』第 17巻、1992年、152-153、158頁。
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た。全露ファシスト党が本協会幹部を糾弾するという事件があったことも判明する(24)。
　1936年度は会長は替わらず、副会長がチェルトコーフ、サリャーエフ、ワネフの 3人に
なっている。全露ファシスト党日本支部が開設されてから、会員のなかでこちらに移る者が
いたことが判明する。定例総会が２月２日と 8月 30日に基督教青年会館で開かれた。また
６月24日には『亡命露人協会会報』を発行した。会報はソ連邦の新憲法、いわゆる「スター
リン憲法」の制定を報じ、これを批判する内容になっている。なお８月９日に北海道亡命露
人協会は総会を開いて、日本在住亡命露人協会への併合を議決した。後者はこれを歓迎し、
新たに東京協会の支部として存在を認め、ズヴェーレフを代表に任命した(25)。
　1937年、即ちプーシキン100年祭が開催された年度は、２月 21日に基督教青年会館で定
例総会を開き、会長と書記は替わらず、理事に７名、理事候補２名、監督員長１名、監督員

したや おかちまち

２名、書記１名が選出された。５月１日には経費節約のため協会の事務所を下谷区御徒町1
－ 8黒田ビル内に移転した。６月 13日には帝国教育会館で本協会は露西亜人小学校、全露
ファッショ党東京支部、露西亜人文芸会と協力して「露西亜文化祭」を開催した。これら４
「団体は今後合同して露西亜人倶楽部を創設せんとするの計画あり」という一節は興味深い。
９月11日には支那事変の勃発に関し、会員から献金を募って恤兵金として警視庁に献納し
たい旨申し出、それは陸軍省に回付された。戦争の足音は、日本に住むロシア人にも確実に
届いていたのである。また 11月７日には基督教青年会館で「ロシア革命二十周年記念講演
会」が開催された。もちろん反革命の立場からの講演会であっただろう。
　ちなみに「白系露西亜人文芸会」はこの年の３月21日に銀座の森永キャンデーストア２
階で発会式が開かれ、会長に日本学者M. P. グリゴーリエフ、理事にグリゴーリエフ［兼
任］、A. A. ワノフスキイ（早稲田大学講師）、A. D. ロズヴァドフスカヤ、ドンブローワ、シュ
ヴェーツ、理事補欠候補者に２名、監査員１名、書記３名が選ばれた。仮事務所は、淀橋区
下落合4－2015のグリゴーリエフ方におかれた。会の趣旨、目的は、「旧露西亜及日本の文
学、演劇、美術、音楽等に関する智識を啓発し会員相互の親睦扶助を計り文化的教養のレベ
ルを上げ悪趣味の流れる傾向より高尚なる趣味へ転換せしむ」ことにあり、また会の活動範
囲は、「会員の定例会の外一般に演劇、講演、音楽会、読書会を公開し会員に対し露文印刷
会報を発行す」ることだった。事実この年の会の活動は盛んで、４月４日と10月17日に講
演会が開催され、５月４日には演劇会が開かれた。翌1938年には３月４日に帝国教育会館
で露西亜人小学校資金調達のため会費１円を徴収し、また４月３日には露西亜人小学校で第
一回総会を開催した(26)。
　1938年度は３月 27日に基督教青年会館で定例総会を開催した(27)。
　1939年度は３月５日に基督教青年会館で年次定期総会を開催し、樺太、千葉、青森、北
海道、盛岡等から 28名が出席した。チェルトコーフが理事を辞任し、他の執行部は全員留
任した(28)。支那事変勃発後、本協会はしばしば舞踏会を開催したり、一般の白系ロシア人か
ら国防献金を醵集したりして、日本国の銃後の後援に協力したという。戦時体制に白系ロシ

24 『極秘外事警察概況　第１巻　昭和 10年』1980年、276頁。
25 『極秘外事警察概況　第２巻　昭和 11年』177-178頁。
26 『極秘外事警察概況　第３巻　昭和 12年』157-158、166-167頁。
27 『極秘外事警察概況　第４巻　昭和 13年』1980年、141-142頁。
28 『極秘外事警察概況　第５巻　昭和 14年』1980年、125頁。
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ア人も確実に組み入れられていったこと、また彼らに対する視察、内偵が厳しくなったこと
が本記録から分かる(29)。
　1940年度は５月18日に横浜のホテル「ニューグランド」で舞踏会を開催した。これには
仏、英、独、諾国等の外国人を含めて約 250名の入場者があった。純益金 750円のうち 300
円を陸海軍将士の傷病兵慰問として寄贈し、残額は貧民救済と学童資金に充てた(30)。
　１年おいて 1942年度は、３月２日に役員会を開いて、事業部として化粧品組合を結成す
ることを決めた。５月７日と６月10日にも役員会を開催。６月10日には露西亜人小学校の
経費の不足分600円を一部協会負担、一部は寄付金で補填することに決めた(31)。本協会が少
なくとも 1942年までは存続していたことが分かる。

2. 1937 11

　1937 　1937年は、ソ連においても日本においても多事多難な年だった。
　ソ連では1930年代後半は、「大テロル」の嵐が吹き荒れた時代である。その最高潮が1937
年で、反革命罪で有罪とされた者の数は、この年だけで約79万人に上る。1936年１月に「チー
ストカ（粛清）」、即ち党員の資格点検運動が開始された。８月に第１次モスクワ裁判が始ま
り、ジノーヴィエフ、カーメネフら16名が処刑された。９月には内務人民委員ヤゴダが解任
され、後任にエジョフが就任。この人物がこの後約２年間にわたって「エジョフシチナ」と
呼ばれる「大テロル」を陣頭指揮することになる。11月に第８回全連邦ソビエト大会が開か
れ、新憲法、いわゆる「スターリン憲法」が採択された。1937年１月に第２次モスクワ裁判
が始まり、ピャタコーフら 13人に死刑判決が下った。２月には経済官庁の最高指導者オル
ジョニキーゼが自殺。同月から翌月にかけて行われた党中央委員会総会で、ブハーリン、
ルィコフが党から除名された。この総会が「大テロル」の絶頂を画すものと見なされている。
６月にはトゥハチェフスキイ元帥ら８将軍が秘密裁判で処刑された。1930年代における刑事
弾圧による死者は、極めて不確定な数字ながら150－ 300万人、そのうち正式に死刑になっ
たのは 100万人以下、また 1939年の被拘禁者の総計は約 296万人と目されている(32)。
　このような時代にソ連国内の多くの東洋学者が弾圧された。そのリストは、「弾圧された
東洋学　1920－1950年代に弾圧を受けた東洋学者たち」と題して1990年の『アジア、アフ
リカの諸問題』誌第４、５号に掲載された(33)。「一般に1930年代には、日本研究者であるこ
とは、ほかのあらゆる専門分野の東洋研究者よりずっと危険なことでした。」とミハイロワ
女史が書いている。女史によれば、この時代に 40人以上の日本研究者が逮捕され、後に獄
死したり、強制収容所に送られたという。レニングラード関係ではネフスキイ、コンラド、

29 神奈川県警察部外事課『支那事変下ニ於ケル外事警察ノ一般情況』（1939年３月末）『特高警察関係資料集
成』第 17巻所収、475、476頁。

30 『極秘外事警察概況　第６巻　昭和 15年』1980年、226頁。
31 『極秘外事警察概況　第８巻　昭和 17年』1980年、341頁。
32 田中陽児・倉持俊一・和田春樹編『世界歴史大系　ロシア史３　20世紀』山川出版社、1997年、226、243
頁、「年表」46頁。

33 Васильков Я.В., Гришина А.М., Перченок Ф.Ф. Репрессированное востоковедение. Востоковеды,

подвергшиеся репрессиям в 20-50-е годы // Народы Азии и Африки. 1990. №4. С. 113-125; №5. С.96-106.
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D. ポズネーエフ、コルパクチー、クレイツェル、ジューコフ、リヴォーワ =ヨッフェ、グ
ルースキナなど16人の名を女史は挙げている(34)。ウラヂヴォストークでもこの年の11月に
N. P. オヴィーヂエフ、ゾーチク・マトヴェーエフなど極東大学の東洋学者たちがいっせい
に逮捕され、その多くが翌年に銃殺された。極東大学は1939年に閉鎖され、その再興は1956
年のことである(35)。これ以外にもロマン・キム、クラスノシチョーコフ、コレンコ、コンス
タンチーノフ、スパルヴィン、ピリニャーク、ポリワーノフ、マツォーキン、レイフェルト
といった来日ロシア人が、帰国後「日本のスパイ」などの容疑で逮捕、銃殺、もしくは弾圧
されたのである。
　一方日本でも1936年には２・26事件が起こった。皇道派青年将校が1400余人の部隊を率
いて挙兵し、内大臣斎藤実、蔵相高橋是清、教育総監渡辺錠太郎らを殺害、永田町一帯を占
拠して、国家改造を要求した事件である。これは鎮圧されたが、３月に内務省がメーデー禁
止を通達。８月には首相、外相、陸相、海相、蔵相の５相会議で「国策の基準」を決定し、
大陸、南方への進出と軍備充実を定めた。11月に日独防共協定がベルリンで調印。1937年
１月には政党と軍部の対立が激化した。７月７日深夜に蘆溝橋で日中両軍が衝突し、これが
日中戦争の発端になった。10月には国民精神総動員中央連盟が結成される。12月には日本
軍が南京を占領し、大虐殺事件を起こした。中国軍民の死者は約 20万に上った。
　日本在住のロシア人や、日本のロシア、ソ連研究者、関係者にとっても、これは極めて困
難な時代だった。後にV. D. ブブノワ女史は戦時下の生活を回想して、「わたし達に取つて
あの戦争は、それ［昭和 16年 12月８日－沢田］より五年も早く既に一九三六（昭和十一）
年の二月二十六日、いわゆる『二・二六事件』と同時にはじまつたのです。」(36)と述べてい
る。即ち、事件直後から自由に外出することを禁じられ、私服警官の執拗な監視、尾行を受
けることになったのである。バレリーナのエレーナ・パーヴロワは日本に帰化し、「霧島エ
リ子」と名乗ることを余儀なくされた(37)。もうひとりのバレリーナ、オリガ・サファイア
は、同年 10月20日に「青山みどり」の名で日本の初舞台に立った(38)。神戸ではモロゾフ父
子が、神戸モロゾフ製菓株式会社との間の屈辱的な和解条件を呑まされていた(39)。

みつる

　同じく２・26事件でソ連大使館に情報部通訳として勤務する井上満が検挙され、軍機保
護法違反で有罪となった。彼とその妻ちとせは既に３年前から外事警察によって監視されて
いた(40)。井上は以後２年以上を獄中で過ごし、健康を害して終生痩身となった(41)。また嶋
野三郎も事件に関与したかどで拘束された(42)。1936年３月に日本ハリストス正教会の瀬沼
恪三郎がソ連のスパイ容疑で逮捕、７週間獄に入れられた。この折の体験を瀬沼は翌年「幽

34 ユリヤ・ミハイロワ「スターリン時代の日本学者」『窓』78、1991年 10月、44-45頁。
35 原暉之『ウラジオストク物語　ロシアとアジアが交わる街』三省堂、1998年、318-321、「ウラジオストク
略年表」（３）頁。

36 ヴェ・ブブノーワ「戦時下日本での私達」『世界』116、1955年８月、45頁。
37

かおる

白浜研一郎『七里ケ浜パヴロバ館　日本に亡命したバレリーナ』文園社、1986年、186頁；大野芳『瀕死
の白鳥　亡命者エリアナ・パブロバの生涯』新潮社、1999年、369頁。

38 佐藤俊子『「北国からのバレリーナ」－オリガ・サファイア－』霞ヶ関出版、1987年、60-61頁。
39 川又一英『大正十五年の聖バレンタイン　日本でチョコレートをつくったV・F・モロゾフ物語』PHP研
究所、1984年、131-132頁。

40 『特高警察関係資料集成』第 17巻、22、29、47頁。
41

オーリガ

『折蛾　井上満　遺稿と追想』井上満遺稿集・追悼録刊行委員会、1973年、451頁。
42 米重文樹「精神の旅人・嶋野三郎（14）―二・二六以後―」『窓』107、1998年 12月、42頁。
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囚追想記」にまとめている(43)。７月には露文図書を販売する「ナウカ」社の社主大竹博吉が
軍機保護法違反で検挙され、同社は閉鎖、同社発行の左翼系雑誌『社会評論』とプロレタリ
ア文学雑誌『文学評論』（1934年3月－ 1936年8月）は廃刊になった(44)。第二次ナウカ社の
発足は戦後、1945年 10月末のことである。1937年３月に早稲田大学露文科が閉鎖された。
　 11 　前述のように、プーシキンの命日は新暦で２月 10日になる。10日には神戸
でも亡命ロシア人によってプーシキン没後100年祭が挙行された。大ホールを借り切り、そ
こにロシア人のみならず多数の外国人、そして日本の社会や行政機関を代表する人々も集
まった。大阪外国語学校の傭外国人教師 A. L.  ロマーエフが詩人の生涯と創作について長
大な報告を行い、N. P. マトヴェーエフが「プーシキンについての言葉」という講演を行っ
た。次いでプーシキンの詩の朗読、独唱、ロシア人合唱団の歌、そして『ボリス・ゴドゥ
ノーフ』から「チュードフ修道院の僧房」と「居酒屋」の場面が上演された(45)。ロシア人の
アマチュア合唱団はこれがデビュー公演となった(46)。芝居の出演者は不明である。
　翌 11日は日本各地で紀元節の祝典が開かれた。永井荷風の日記『断腸亭日乗』の当日の
記述を見ると、朝刊の天気予報(47)どおり朝から曇り、夜になって雨が降り出したことが分か
る(48)。小雨のなかをロシア人たちが三々五々集まってくる様子が想像される。

3.

　 　ニコライ堂、正式には東京ハリストス復活大聖堂は、ニコライ主教（俗名イ
ヴァン・ドミートリエヴィチ・カサートキン）によって７年の歳月と 24万円の巨費をかけ
て建設され、1891年３月に完成した。だが1923年９月１日に関東大震災によって倒壊。1927
年９月１日から東京美術学校（現東京芸術大学美術学部）の岡田信一郎の設計下に復興工事
が始まり、1929年 12月に工事が終了した。成聖式は 12月 15日のことである。従って、こ
れは再建からまだ 7年あまりの時期ということになる。
　 　セルギイ（1871年６月７日、ノヴゴロド近傍グーズィ村－1945年
8月 10日、東京）は、俗名セルゲイ・アレクセーエヴィチ・チホミーロフ。1896年にサン
クト・ペテルブルグ神学大学を卒業。その前年、在学中に修道士となる。1905年に神学博
士となり、ヤンブルグ市の主教職に叙聖。同年から 1908年までサンクト・ペテルブルグ神
学大学総長をつとめた(49)。1908年６月に来日し、1921年に日本大主教に叙せられる(50)。1923
年の関東大震災は、正教会にとって1917年のロシア革命に次ぐ第二の潰滅的な打撃だった。
上記ニコライ堂の復興は、募金のための日本各地や朝鮮への47回に及ぶ巡回などセルギイ

43 『正教時報』26-1、1937年 1月、21-25頁。
44 大橋秀雄『ある警察官の記録　戦中・戦後 30年』みすず書房、1967年、62-66頁；森山啓「雑誌『文学評
論』をめぐる思い出」『窓』50、1984年９月、７頁。

45 Шляпин А. Русский Пушкинский вечер в Кобэ // Рубеж. 6 марта 1937 г. С.16.

46 Хисамутдинов. Указ. соч. С.30.

47 「けふの天気　北の風後南東の風朝霧垂れて曇り薄陽もさすが夕方から小雨が降り温度昇る、晩は南東の
風雨後雪となる」（『読売新聞』朝刊、1937年２月 11日、第７面 ）。

48 永井荷風『断腸亭日乗　四』岩波書店、1980年、137頁。
49 Хисамутдинов. Указ. соч. С.8.

50 瀬沼恪三郎「府主教セリギイ師の略歴」『正教時報』22-7、1933年７月、7-11頁。
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の身を粉にした奮闘と、日本国内の日露両国人の信者の醵金12万７千円によって実現した
のである(51)。
　1931年にセルギイは府主教に挙げられ、日本ハリストス正教会は府主教管区に上ったが、
これには問題があった。1925年に総主教チーホンが死去した後、ロシア正教会を担った総
主教代行セルギイ（ストラゴロツキイ）は、ソビエト政権との妥協によって組織の温存を図
ろうとしたために、在外の正教徒たちの覚えが悪かった。おまけに彼は一時期日本に派遣さ
れてきたのだが、期待された働きもないまま帰国し、日本人信徒たちに好ましからぬ印象を
与えていた。この総主教代行に日本の大主教セルギイは親近感を抱いていたようで、またこ
の総主教代行によって彼は府主教に任ぜられたのである。わがセルギイは「親ソ」的な発言
を繰り返し、日本在住亡命露人協会に対して批判的な態度をとった(52)。このような点が、わ
がセルギイと日本国内の日本人、ロシア人信者との間に懸隔を生むこととなった(53)。やがて
両者の対立は決定的なものとなり、反セルギイの機運が起こった(54)。後述のロシア初等国民
学校の前身にあたる在京露西亜国民学校は、セルギイの尽力により 1929年 9月に開校した
が、これがわずか 2年後に閉鎖されたのもこの点に起因する(55)。1932年７月の時点で、京
浜地方在住の白系ロシア人がセルギイ排斥運動を起こして、横浜に新たな正教会を設立しよ
うと運動したが、資金不足のため実現できなかったことが判明している(56)。
　1940年には日本で「宗教団体法」が施行され、外国人が宗教団体の首長であることを禁
じられた。セルギイはロシア人としてとどまって「統理」の地位を退いた。翌年２月 12日
に彼は教会を出て「赤坂帝国アパート」に移転し、これによって日本の正教会とロシア人聖
職者との関係は断たれた。1945年４月にセルギイはスパイ容疑で逮捕された。拘留は40日
に及び、拷問も受けた。同年 8月 10日、即ち第二次世界大戦終戦の 5日前に、東京・板橋
の６畳１間の粗末なアパートで誰にも看取られずに息を引き取った。遺骸は大八車に乗せて
ニコライ堂へ、またそこから墓地へと運ばれた(57)。大八車を引いたのは、現「インターナ
ショナル・クリニック」（東京都港区）の医師 E. アクショーノフ氏だという(58)。
　プーシキン祭の時点でセルギイは 66歳である。主な著作には次のようなものがある。

　神学博士論文「15－16世紀におけるノヴゴロド市の各聖堂、各修道院及び各教区の歴史」　ペテ

ルブルグ神学大学　1905年(59)

　三井道朗（ママ）口訳、鈴木透筆記『大主教ニコライ師永眠前後』　日本正教会事務所、1913年、

51 長縄光男「ニコライ堂の復興を巡って―セルギィ大主教の働きを中心として―」『異郷』２、1998年５月、
5-6頁。

52 外務省外交史料館所蔵、外秘第 3091号、昭和５年９月５日付、「セルゲイ大主教ノ言動ニ関スル件」。
53 外務省外交史料館所蔵、外秘第 4283号、昭和５年 12月 10日付、「セリギィー大主教入僧三十五年記念祝
賀会開催状況ニ関スル件」。

54 外務省外交史料館所蔵、外秘第 1014号、昭和６年４月 20日付、「「セルギイ」大主教ノ言動ニ関スル件」。
55 倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会―」40頁。
56 外務省外交史料館所蔵、外秘第 1206号、昭和７年７月 26日付、「在留旧露国人ニ関スル件」。
57 長縄光男「日本の府主教セルギイ・チホミーロフ小伝」坂内徳明・栗生沢猛夫・長縄光男・安井亮平編『ロ
シア　聖とカオス　文化・歴史論叢』所収、彩流社、1995年、409-429頁。

58 ご本人のお話による。
59 長縄「日本の府主教セルギイ・チホミーロフ小伝」411頁による。筆者未見。
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109頁。柴山準行編『大主教ニコライ師事蹟』に所収、日本ハリストス正教会総務局、1936年、1－

135頁

　『東京復活大聖堂の成聖式　十字架を通して平和へ』　1930年　32頁(60)

　『十二位一体の聖使徒　使徒ペテロの優位の問題によせて』　パリ、YMCAプレス、1935年、XI+409

頁(61)

　『十二位一体の聖使徒　使徒ペテロの優位の問題によせて』は、カトリック教会のローマ
教座優越説に対する反駁の書である。「本書は、聖公會の神学博士モツト氏の好意により、
パリ基督教青年會館附属印刷所で無料出版」したものだという。1937年の時点で瀬沼恪三
郎による邦訳が完成していたが、それが出版されたかどうかは不明である(62)。
　 　「パニヒダ」とは死者の追悼祈祷のことである。当日はセルギイ府主教とイグ
ナーチイ高久義雄輔祭によって執り行われた(63)。
　  Y. M. C. A. 　東京基督教青年会館のこと。「YMCA」は Young Men’s

Christian Association「キリスト教青年会」の略。キリスト教の信仰にもとづいて、青年の人
間教育と社会奉仕を目的とする世界的な団体で、1844年にロンドンで結成された。日本では
1880年東京府京橋区に創立された東京キリスト教青年会が最初で、同会は 1890年に神田区
なかさるがくちょう みとしろちょう

仲猿楽町７番地に移転。次いで1894年に同区美土代町３丁目３番地(64)に「東京基督教青年会
館」を建設してこちらに移転した。敷地は約 500坪、赤煉瓦 3階建ての壮麗な会館は「神田
の青年会館」として市民に親しまれたが、1923年の関東大震災で倒壊。1929年に新しい会館
が竣工した(65)。東京基督教青年会の機関誌『東京青年』の広告記事によると、新会館は６階
建てで、４階部分はホステルに充てられていた(66)。前に見たように、日本在住亡命露人協会
の総会や催し物は、ほぼ毎回ここを使用していた。YMCAはそもそも信徒による超教派的な
組織であり、世界各地で亡命系子弟達の文化活動をも幅広く支援していた。ハルビン支部が
その代表的な例である(67)。東京でも恐らく白系ロシア人のなかにYMCA会員がいて、そう
いう人たちを通じて会場を借用していたのだろう。新会館完成後間もない時期であり、また
会館は中小集会室を多く備えていたので、ロシア人たちにとってはきわめて快適、便利だっ
ただろう。ニコライ堂から徒歩で 10分ほどの距離である。

60 Освящение воскресенского кафедрального собора в Тоокёо [sic]. Per Crucem Ad Pacem. 1930. 32 с.

61 Двенадцать святых апостолов. К вопросу о примате апостола Петра. Париж: Изд. Y. M. C. A.-Press, 1935.

XI+409 с. 本著作は、S. P. ポーストニコフ編『ロシア人亡命の政治、イデオロギー、生活習慣、研究文献
　1918-1945年　文献目録　ロシア在外歴史文書館図書館のカタログより』第１巻、ニューヨーク、「ノー
マン・ロス」出版社、1993年、213頁 （Постников С. П. (сост.) Политика, идеология, быт и ученые

труды русской эмиграции 1918-1945. Библиография. Из каталога библиотеки Р. З. И. Архива. T. I. New

York: Norman Ross Publishing Inc., 1993. С. 213.） による。筆者未見。
62 瀬沼恪三郎「府主教セリギイ師の新著『十二位一体の聖使徒に就いて』」『正教時報』27-6、1938年６月、

5-8頁；加納一蔵「府主教座下御新著出版を促す」『正教時報』27-11、1938年 11月、23-24頁。
63 「本会聖堂奉神礼」『正教時報』26-4、1937年４月、32頁。
64 現在は東京都千代田区神田美土代町７番地である。『角川日本地名大辞典　13　東京都』角川書店、1978
年、676-677頁。

65 斉藤実『東京キリスト教青年会百年史』財団法人キリスト教青年会、1980年、40、90、98-99、174、232頁。
66 『東京青年』422、1937年４月、頁付なし。
67 内山ヴァルーエフ紀子「哈爾濱・ロシア人住民と文化事業（四）　哈爾濱のロシア人学校―初等・中等教
育編―」『セーヴェル』９、1999年６月、19頁。
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4. P. P. 

　P. P. 　パーヴェル・ペトローヴィチ・ペトロフ（1882年１月 20日、プスコフ
県－1967年、サンフランシスコ）(68)。コルチャーク軍の元参謀本部陸軍少将で露国軍事連盟
極東支部参謀長。1903年にペトロフは志願兵として第93イルクーツク歩兵連隊に入隊。1906
年にサンクト・ペテルブルグ士官学校を卒業後、第３フィンランド連隊陸軍少尉となる。
1913年に帝室ニコライ・アカデミーを優秀な成績で卒業し、ヴィリノ軍管区で勤務。第一
次世界大戦に参謀部員として東プロシア、ポーランド、ガリツィア方面に従軍。1917年に
陸軍中佐となり、武勲を立てて六つの賞を受賞する。1 9 1 8 年にサマーラで「反
チ ェ ・ カ ー

革命怠業取締非常委員会」に捕縛されたが、チェコスロヴァキア軍団の反乱により解放され
る。その後沿ヴォルガ地方戦線司令部作戦部門司令官、ウラルと沿ウラル地方で第６ウラル
軍団司令部司令官と西方軍への調達司令官助手、シベリアではコルニーロフ将軍の第４狙撃
師団司令官をつとめた。まもなく陸軍少将となり、カッペリ将軍に代わって第３軍の指揮官
に任命されるが（1919年 12月付のコルチャークの指令）、指揮は執らなかった。クラスノ
ヤールスクからウファの狙撃兵を指揮し、ザバイカル地方では極東軍への調達司令官となる
（ヴォイツェホーフスキイ、ロフヴィツキイ、ヴェルジュビーツキイ将軍のもとで）。
　日本との関わりで興味深いのは、ペトロフが「ロシアの金塊」事件に関与したことだ。即
ち、1919年 11月のオムスク陥落の時点でコルチャーク軍後方勤務部隊司令官だったペトロ
フは、金塊63箱分を積んだ列車で新妻オリガ・ペトローヴナを連れてオムスクを脱出した。
イルクーツク・チタ間でセミョーノフ軍に金塊を没収されるが、33箱を奪還してチタへと逃
れる。だがそのうち 11箱は食糧や機関車の燃料と交換した。かくして 1920年夏にペトロフ
らを乗せた列車は、ロシア領ザバイカルと中国東北部の国境に位置する満州里駅までやって
来た。そして同年 11月 22日にこの駅で、セミョーノフ軍の極東軍司令官G. A. ヴェルジュ
ビーツキイは、20箱分の金貨と２箱分の金塊総額125万ルーブル分を中国人に略奪されるこ

いぞめろくろう

とを恐れて、ペトロフを通じて日本特務機関隊長の井染禄朗陸軍中佐(69)に金貨と金塊の一時
的な保管を託した。その際ペトロフは、自分の要求もしくは自分の委任状があればただちに

68 倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会―」45頁；『特
高警察関係資料集成』第 17巻、478頁。

69 井染禄朗（1878-1930）は 1899年に陸軍士官学校歩兵科、1909年に陸軍大学校を卒業。参謀本部でロシア
班の班長をつとめた。1914-1915年にペトログラード日本帝国大使館附武官補佐官として勤務し、その諜
報活動の成果を『西伯利経済地理』（外交時報社、1918年） にまとめた。1919年に陸軍中佐としてシベリ
ア出兵に加わり、ウラヂヴォストーク特務機関長をつとめた。かの地で 1917年 12月から邦字新聞『浦潮
日報』が発行されていたが、日本陸軍の対ロシア宣伝広報紙としてそのロシア語版が出始めたのは井染の
工作による。特務機関での井染の活動ぶりとロシア語版『浦潮日報』発刊の経緯については、下記樋口季
一郎の回想録に詳しい。1920年にチタ特務機関長となり、満州里駅でセミョーノフ、ヴェルジュビーツキ
イと交渉を行っていたまさにその時に、ペトロフの汽車が到着したというわけである。この金塊引き渡し
事件の後、井染は陸軍大佐に昇進した。M.グリゴーリエフの、チタから日本への出国の手引きをしたの
も井染である。後に中将まで昇進。井染禄郎「軍事上より観たる日露関係」『日露実業新報』3-2、1917年
２月、４頁；G. A. Lensen, Japanese Diplomatic and Consular Officials in Russia  (Tokyo: Sophia University,

1968), p. 25, 188;  日本近代史料研究会編『日本陸海軍の制度・組織・人事』東京大学出版会、1971年、280、
359頁；樋口季一郎『アッツ・キスカ軍司令官の回想録』芙蓉書房、1971年、54-84頁；桧山邦祐『『浦潮
日報』創立者　和泉良之助』サンケイ新聞生活情報センター、1981年、93、95-96頁；外山操編『陸海軍
将官人事総覧　陸軍篇』芙蓉書房、1981年、156頁、「附録第一」８頁；原暉之『シベリア出兵　革命と
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金貨と金塊を返却するという井染中佐の受領証を受け取った。その受領証は、ペトロフの子
息によれば、「25×15センチの一枚の紙切れだった」(70)という。しかるに翌月にペトロフと
ヴェルジュビーツキイが井染中佐に繰り返し返却を求めたにもかかわらず、中佐はさまざま
な口実のもとに返却しようとせず、金塊の行方を告げずに満州へと去ってしまった。翌1921
年12月７日に全ロシア農民同盟代理人K. I. スラヴィーンスキイはペトロフと契約を結び、
後者は極東軍の軍備調達の支払いのためにこの領収証、即ち金塊に対する全権利を前者に委
ねた。他方、1922年２月７日に大連で自治シベリア代議員組織同盟は、新たに資金を求め
て米国に渡ろうとしているセミョーノフと契約を結んだ。後者はその管轄下にあるすべての
ものを前者に委ねるという内容のものだったが、その後セミョーノフは契約書の署名を拒
み、同年７月に日本に保管されている金に対する全権利を黒木親慶に手渡した。黒木は元陸
軍少佐で、1918年のシベリア出兵の際はセミョーノフ軍の顧問となり、ザバイカル方面で
赤衛軍と戦った人物である(71)。結局セミョーノフは米国への移住が実現せず、長崎に移っ
た。以後日露両国人入り乱れての金塊争奪戦が展開されたのである(72)。
　さてペトロフはディテリフス将軍のもとで極東軍司令部司令官をつとめた。1922年にウラ

フンチュン

ヂヴォストークにたどり着く。その後ノヴォ・キエフカ、琿春経由で沿海州を脱出して中国
へ逃れ、白衛軍とその家族たちの収容について中国官憲と交渉にあたった。奉天では全ロシ
ア軍統合本部（ROVS） 支部長をつとめた(73)。ディテリフスの指令により(74)、ペトロフは1932
年９月４日に大連から長崎に渡来し、山口、神戸経由で入京。シネウル、東京回教徒団長ク
ルバンガリーらと来往した。ペトロフの渡来用務は、日本の特高警察の記録によれば、「日
本在住軍事連盟実状調査及連絡、将来の対ソ運動の展開方法等の打合せ」にあった(75)。極東
在住旧露国人政治団体の組織図は、前述のように大別して７つの団体に分かれる。そのひと
つに「露国軍事連盟」があり、日本の露国軍事連盟は 11都市にある下部組織のひとつとし
てこれに属していた。翌1933年も露国軍事連盟日本支部は存続し、ペトロフの名前が挙がっ
ている(76)。だが彼の来日の真の目的は金塊探しだった。ペトロフは日本政府と関東軍司令部
を相手取って、金塊の白衛軍への返還を求める民事訴訟を日本の裁判所で起こしたのであ
る。ペトロフ一家は来日後「二・二六事件」まで横浜の豪邸に女中をおいて暮らしていた
が、これは訴訟の結果に望みを抱く陸軍大将荒木貞夫の周辺から金が出ていたためだとい
う。だがこの訴訟は８年後の 1940年に却下された(77)。
　1934年から1935年にかけて日本ハリストス正教会の機関誌『正教時報』の「横浜正教会

干渉　1917-1922』筑摩書房、1989年、529、548頁；秦郁彦編『日本陸海軍総合事典』東京大学出版会、
1991年、373、376、526、596頁； Головнин В. Загадка колчаковского генерала // Эхо планеты. 1992. №39.

С.37;   左近毅「ミハイル・グリゴリエフの周辺」『セーヴェル』10、1999年 12月、31頁。
70 Головнин. Указ. соч. С.36.

71 外務省外交史料館、日本外交史辞典編纂委員会『新版　日本外交史辞典』山川出版社、1992年、259頁。
72 Хисамутдинов. Указ. соч. С.13-15; Головнин. Указ. соч. С.34-36.

73 Хисамутдинов. Указ. соч. С.18. ペトロフの子息セルゲイ・パーヴロヴィチ・ペトロフによれば、ペトロフ
一家は上海に来て、そこで写真店を経営したという。 Головнин. Указ. соч. С.39.

74 Хисамутдинов. Указ. соч. С.18.

75 『特高警察関係資料集成』第 16巻、269頁。
76 『特高警察関係資料集成』第 17巻、158頁。
77 Головнин. Указ. соч. С.39; Латышев И. А. Как Япония похитила российское золото. М.: НТЦ “Техин-

формпресс”, 1996. С.77-78; ラティシェフ著、伊集院俊隆・井戸口博訳『ロシア金塊の行方』新読書社、
1997年、103-104頁。
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会堂建築費献金芳名」欄にペトロフと夫人の名前が繰り返し挙がっている(78)。1935年にペ
トロフは日本在住亡命露人協会の会長になった。従って「露国軍事連盟」日本支部は前年頃
に消滅し、ペトロフは日本在住亡命露人協会の方に移ったのだろう。以後彼は本協会の会長
をつとめ続けた。1936年８月に開かれた協会の講演会で、彼は「日本在住亡命露人の現状」
というテーマで講演をした。「スターリン憲法」に謳われた反宗教運動の停止が偽りである
ことを指摘し、ロシア避難民の団結を呼びかけたものである。1937年４月４日にはペトロ
フは基督教青年会館で「露西亜革命初期一ケ月間の状況」と題する講演を行った。翌 1938
年１月 12日にペトロフ会長は全会員に対し「会員諸君に與ふるの辞」と題する挨拶状を発
表し、ボリシェヴィキ政府と日本国の関係悪化のなかで会員が「協力一致各自の小部署に精
進」するよう呼びかけた。神奈川県警察部外事課の『支那事変下ニ於ケル外事警察ノ一般情
況』（1939年３月末）によると、検挙取り調べ、または容疑行動のあった者として、ペトロ
フの名が挙がっている。当時彼は横浜市中区鷺山15番地にいた(79)。ペトロフは1933年９月
から７年間ロシア国民初等学校の校長をもつとめた。
　1947年にペトロフは家族とともにサンフランシスコへ移住した(80)。かの地では 1948－
1955年にモンテレーの軍学校でロシア語を教え、1953－1962年にはサンフランシスコの大
戦争古兵協会会長をつとめた(81)。前記トルシチョーフ氏とペトロフの子息の話によると、ペ
トロフの妻はペテルブルグ貴族女学院の出で、前線で看護婦として働き、そこで二人は出
会った。息子は５人おり、うち４人はアメリカへ行ったが、１人だけはインドへ行った。ペ
トロフの身分は貴族だったという(82)。
　プーシキン祭の時点でペトロフは 55歳である。著作に次のものがある。

　『ヴォルガ河から太平洋まで白衛軍の隊列に加わって　1918－1922年』（回想記）　リガ、M. ディ

ドコーフスキイ編、1930年、253+3頁　略図付(83)

　「N. F. フョードロフとその教義」　日本在住亡命露人協会編『東洋にて　東洋諸民族の文化の諸

問題を扱った非定期文集』第 1号所収、大衆堂書店、1935年、85－ 101頁(84)

　『帝政ロシアの崩壊　２月革命から20年　ロシア革命の歴史より』　ハルビン、M. V. ザイツェフ

出版、（日本在住亡命露人協会の援助により出版）、1938年、158頁(85)

78 『正教時報』23-6、1934年 6月、43頁；24-11、1935年 11月、38頁。
79 『特高警察関係資料集成』第 17巻、478頁。
80 セルゲイ・パーヴロヴィチ・ペトロフによれば、ペトロフ一家は第二次世界大戦勃発とほぼ同時にサンフ
ランシスコへ移住した。金塊の受領証を売却した金を渡航費に充てたという。Головнин. Указ. соч. С.39.

81 Хисамутдинов. Указ. соч. С.18;  倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜
亡命ロシア人社会―」45頁。

82 1998年8月28日に草津温泉町でトルシチョーフ氏から行った聞き取り調査による。Головнин. Указ. соч. С.36.

83 От Волги до Тихого Океана в рядах белых. 1918-1922 гг. [Воспоминания]. Рига: Изд. М. Дидковского,

1930. 253+3 с. с схем. ポーストニコフ編『ロシア人亡命の政治、イデオロギー、生活習慣、研究文献　1918-
1945年　文献目録　ロシア在外歴史文書館図書館のカタログより』第１巻、131頁より。筆者未見。

84 Н. Ф. Федоров и его учение // Кружок русских эмигрантов в Японии (сост.). На Востоке. Непериодический

сборник, посвященный вопросам культуры народов Востока. Вып. 1. Токио: “Тайсюдо”, 1935. С. 85-101.

85 Крушение императорской России. 20 лет спустя от февральской революции. Из летописи русской ре-

волюции. Харбин: Изд. М. В. Зайцева [Издано при содействии Русского национального общества в

Японии], 1938. 158 с. ポーストニコフ編『ロシア人亡命の政治、イデオロギー、生活習慣、研究文献　1918-
1945年　文献目録　ロシア在外歴史文書館図書館のカタログより』第１巻、131頁より。筆者未見。
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5.

　 　プログラムにはトロピーニンによるプーシキンの肖像画が印刷され
ている。これが、プログラムに「第一部　1.　. . . プーシキンの肖像画の披露」とあるその
肖像画のことだろう。ワシーリイ・アンドレーエヴィチ・トロピーニンは、農奴出身の画
家。1799－1804年に聴講生として美術アカデミーで学ぶ。1823年に農奴身分から解放され、
翌年アカデミー会員となった。本肖像画は、1827年初頭に友人 S. A. ソボレフスキイに贈る
ためプーシキンの注文によってモスクワで描かれたものである(86)。その後1909年に画家で
ありコレクターである I. S. オストロウーホフが、6000ルーブルで購入してトレチヤコフ美
術館に寄贈し、1937年まで同館に所蔵されていたが、現在はペテルブルグの国立プーシキ
ン博物館に保管されているという(87)。
　注目すべきは、プログラムの肖像画の右下部分に「トロピーニンの肖像画より　イリヤ・
レーピン、1913年２月15日」という書き込みがあることだ。即ちこれは、イリヤ・エフィー
モヴィチ・レーピンが書き上げた複製画なのである。I. E. グラバーリの労作『イリヤ・エ
フィーモヴィチ・レーピン』の初版の記述によると、レーピンはナイフで切りつけられた自
分の絵「イワン雷帝とその子イワン」を修復するため、1913年２月にペナーティからモス
クワにやって来た。そしてこのモスクワ来訪時に彼は木炭で複製画を書き上げた。それはオ
ストロウーホフに贈られ、彼からトレチヤコフ美術館に寄贈されたという(88)。だがトレチヤ
コフ美術館の移管絵画リスト中にこの絵はなく、美術館への寄贈の事実は疑わしい(89)。この
複製画は、現在ヘルシンキ大学スラヴ図書館の館長室にかかっているという(90)。東京でこの
日披露されたレーピンの複製画がオリジナルなのか、模写なのか、あるいは複製なのかは不
明である。ちなみに1937年にプラハで開催されたプーシキン祭のプログラムにも、レーピ
ンの複製画が印刷されているという(91)。
　 　恐らく、後述のプーシキン名称ロシア国民初等学
校の生徒たちによって行われたのだろう。ワノフスキイによると、ロシアの伝統的宗教行
事を本学校で祝う際に、少女たちがネクラーソフやプーシキンの詩をとても上手に朗読し
たという(92)。
　 　チュードフ修道院はモスクワのク
レムリン内にあった。1918年に廃院となる。神父ピーメンがグリゴーリイに、皇子ディミー
トリイを殺害したのはボリス・ゴドゥノーフであることを告げる場面である。
　S. M. 　ステパン・マクシーモヴィチ・サリャーエフ（1885－？）は日本

86 А. С. Пушкин и его время в изобразительном искусстве первой половины 19 века. Л.: Художник РСФСР, 1985.

頁付けなし。
87 トレチヤコフ美術館線画部門の学芸員O. G. プチーツィナ女史のご教示による。
88 Грабарь И. Э. Илья Ефимович Репин. Монография в двух томах. Т. 2. М.: Государственное издательство

изобразительных искусств, 1937. С. 298.

89 プチーツィナ女史のご教示による。
90 国立サンクト・ペテルブルグ大学アカデミー中学校特殊教育リサーチ・センターの E. V. ベロドゥブロー
フスキイ氏のご教示による。

91 カナダのカルガリー大学のN. G. ジェクーリン氏のご教示による。
92 Ванновский А. А. Страничка о русской школе в Токио. Неопубликованная статья. С. 5, 7.
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在住亡命露人協会の常任書記で、定例総会の司会などをつとめた。彼は事務所内に起居して
いた。日本語もできたようである(93)。
　I. L. 　日本在住亡命露人協会の1935年度の監査会員にシシーキン外5名の名
が挙がっている(94)。
　 　正しくは「夜。庭園。噴水」の場。僭称皇子となったグリゴーリイが、ポーラ
ンド名門貴族の娘マリーナと密会する場面である。彼はマリーナへの愛ゆえに自分の身分を
明かしてしまうが、彼女はその告白を冷たく退け、あくまで皇子たることを要求する。
　A. D. 　本名アンナ・ヂミートリエヴナ・ロズヴァドフスカヤ（1882年１
月１日、モスクワ－ 1966年６月 18日、群馬県吾妻郡草津温泉町）。旧姓ドルツカーヤ =ソ
コリニーツカヤ。舞台女優。モスクワのマールィ劇場で演劇を学ぶ。芸名はアンナ・スラー
ヴィナ。1898年頃、軽騎兵将校A. A. オブリーツキイ＝ドーナルと結婚したが、1904－ 05
年頃に離婚。1906年末にポーランド人のロズヴァドフスキ伯爵と再婚するが、夫は第一次
世界大戦に赴き行方不明となる。1917年にハルビンで二人の娘エカテリーナ、ニーナと日

てんかつ

本の女流奇術師松旭斎天勝一座に加わって来日。やがて「スラーヴィナ劇団」を結成して日
本全国を巡業し、また小山内薫が校長をつとめる「松竹キネマ合名社」の俳優学校で教鞭を

かじゃ いらへ

執った。太郎冠者(95)との合作に、『コメディー　薔薇の答』(96)がある。前記「白系露西亜人
文芸会」では理事のひとりに選ばれた。第二次世界大戦終了後は発病した孫とともに群馬県
吾妻郡草津温泉町に移り住み、そこで没した。
　「ワルシャワ帝室劇場舞台女優」とあるのは事実で、1900年代の後半頃、ドルツカーヤは
ワルシャワのザクセン帝室劇場の舞台に立っていた。上記サリャーエフ、シシーキンともに
演劇は素人で、彼女が演技の指導に当たった。プーシキン祭の時点で 55歳である。
　E. A. 　本名エカテリーナ・アルカーヂエヴナ・オブリーツカヤ=ドーナル
（1900年11月30日、カルーガ－1949年12月21日、ハリウッド）。女優で、芸名はキティー・
スラーヴィナ。アンナ・ドルツカーヤとオブリーツキイ＝ドーナルの間に生まれる。1917年
に母と妹と来日。藤間流の舞踊の稽古に励み外国人最初の舞踊の名取になる一方、「スラー
ヴィナ劇団」の看板女優をつとめる。また 1920年に「松竹キネマ合名社」に入社し、1923
年の関東大震災まで5本の映画に出演して、同社のトップ女優となる。日本に亡命した元プ
レオブラジェンスキイ連隊近衛佐官M. A. トルシチョーフと 1927年に結婚するが、1935年
頃に離婚。1937年にイギリス人の版画家ブラウンと再婚。1940年に「ゴールデン・ゲート
国際博覧会」で舞踊を披露するため夫とサンフランシスコへ渡るが、太平洋戦争勃発のため
アメリカに永住した。
　プーシキン祭以外にもアンナとエカテリーナは、白系ロシア人の文化・芸術関係の催し物
で中心的役割を果たし、異国で暮らす同胞にしばしの慰籍を提供した。エカテリーナはプー
シキン祭の時点で 37歳である。
　なおトルシチョーフとの間の一子コンスタンチン・ミハイロヴィチ・トルシチョーフ

93 外務省外交史料館所蔵、特外欧第 1488号、昭和 14年８月 31日付、「無国籍旧露国人ノ来往ニ関スル件」。
94 『極秘外事警察概況　第１巻　昭和 10年』276頁。
95 劇作家益田太郎のペンネーム。
96 非売品、図案社、1921年、94頁。
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（1928年９月９日、神戸－）は第二次世界大戦終了後発病し、草津温泉町に移り住んだ。彼
は詩人となり、2冊の日本語詩集『詩集　ぼくのロシア』(97)、『うたのあしあと』(98)が刊行さ
れている(99)。
　 　熱烈な恋文を寄こしたタチヤーナに対し、オ
ネーギンが冷たく、説教まじりに答える場面である。
　 　パーヴェル・アウグストヴィチ・パブスト（1854－1897）。ロシア在住のドイ
ツ人ピアニスト、作曲家にして教育者。外国でのコンサートで名声を得、1879年にN. G. ル
ビンシュテインによってモスクワ音楽院の教師に招聘され、1881年に教授となった。彼の
作品中ではチャイコフスキーのオペラ『エヴゲーニイ・オネーギン』の編曲が殊に有名であ
る(100)。
　V. D. 　正しくは、ワレンチーナ・ワシーリエヴナ・ベロウーソワ（1913年、
ノヴォシビルスク－ 1998年６月２日、ノヴォシビルスク）。父は軍人で後に銀行員となり、
ハルビンで没する。母はノヴォシビルスクで没。ワレンチーナはハルビン音楽専門学校でピ
アノを学ぶ。1934年に卒業後同校の教官となり、同時にコンサートマスターとなるが、1935
年に同校は閉鎖。同年、この地に演奏旅行に来たピアニストにして東京音楽学校（現東京芸
術大学音楽学部）教授レオ・シロタに見いだされ、その年の秋に来日。まもなく弟子たちが
でき、ロシア国民初等学校でもピアノを教えた。またソプラノ歌手貝島百合子と日本国内を
巡業し、ピアノ伴奏をつとめた。1936年には東京に来演したシャリャーピンと知り合い、こ
れは彼女にとって終生の思い出となった。東京音楽学校にはシロタの指導のもとに５年間在
学した。プーシキン祭の時点で 24歳である。この折りのことを後に本人も、「A. S. プーシ
キン没後100周年記念の夕べで、パブストの作品である、P. I. チャイコフスキイのオペラ『エ
ヴゲーニイ・オネーギン』の編曲を演奏したのを覚えています。」(101)と回想している。
　1940年秋にベロウーソワはハルビンに戻った。そしてかの地で演奏活動を行いながら、第
一ハルビン音楽学校で教鞭を執った。同校は1947年に改組されてソ連高等音楽学校となり、
1954年に閉鎖されるまでそこで教務主任として働いた。1956年３月26日にノヴォシビルス
クに帰還。４月10日には早くもノヴォシビルスク音楽学校オーケストラ部コンサートマス
ターの地位に就いた。翌年この地位を退いて教職に就き、1958年に教職部門の主任になっ
た。年金生活に入ってからは、州立神経病クリニックの音楽療法士として 10年間働く。そ
の後はよく家庭コンサートを開いていた。
　ちなみに詩人A. A. アチャイール（本名グルィーゾフ）にとって、ベロウーソワは二度目

97  昭森社、1967年、71頁。
98 土曜美術社出版販売、1998年、86頁。
99 スラーヴィナ一家については、鶴見俊輔「山荘に生きる帝政ロシア　亡命貴族三代記」（『太陽』３、1963
年8月、154-159頁）、太田正一「森のロシア野のロシア－メーリニコフ・遠い日の夢（二）」（『窓』94、1995
年９月、38-43頁）、拙稿「女優スラーヴィナ母娘の旅路―来日白系ロシア人研究―」（『埼玉大学紀要』32-
1、埼玉大学教養学部、1996年 10月、77-95頁）、拙稿「女優スラーヴィナ母娘の旅路」（奥村剋三・左近
毅編『ロシア文化と近代日本』世界思想社、1998年、147-163頁）、中村喜和「ロシア文化逍遥 12　詩人
コンスタンチン・トロチェフ」（『窓』109、1999年７月、22-25頁）を参照のこと。

100 Энциклопедический словарь. Изд. Ф. А. Брокгауза и И. А. Ефрона. Т. XXIIA. СПб, 1897. С.543-544.

101 Белоусова В. В. Моя жизнь и музыка // Таскина Е. П.(сост.) Русский Харбин. М.: Изд-во МГУ, 1998.

С.149; 小泉義勝訳「困難な時代を芸術に生きた二人の女性の手記」『セーヴェル』10、16頁。
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の妻。アチャイールは 1945年から 1959年まで 15年間を強制収容所で過ごしたが、その間
彼女は彼を支え、二人が一緒に暮らしたのはわずか一年半だった(102)。

6. G. I. 

G. I. 　ゲオルギイ・イワーノヴィチ・チェルトコーフ（1893年６月３日
―1983年）。元砲兵中尉。1912年にサマーラ中学校を卒業、翌年商業学校に学ぶが、第一次
世界大戦が勃発。タシケント士官学校を卒業後出征した。1917年の２月革命後、第10師団
の代表委員に選出。沿ヴォルガ地方で非合法活動に従事し、欠席裁判で銃殺刑を宣告され
る。だが無事にウラヂヴォストークに逃れ、ウラヂヴォストーク・シベリア艦隊海軍狙撃中
隊隊長をつとめた。まもなくA. V. サゾーノフの主宰するシベリア自治団に参画したが、サ
ゾーノフの死後後継首領問題に関し暗闘が起こると、ゴロワチョフ一派に対立してマラウス
キイを支持し、反ソビエト運動に従事した(103)。1922年10月、ウラヂヴォストークに赤軍が
接近すると、チェルトコーフは白系ロシア人の避難の指揮を託され、自身も最後の一人とし

ウォンサン

て朝鮮の元山に避難。同年来日し、日本の反ソビエト運動団「北明会」等と連絡して反ボリ
シェヴィキ運動に関わった。
　翌 1923年２月に東京でチェルトコーフは「インフォメーション・ビュロー」(104)を設立し
た。この組織は週報『新東亜通信』(105)を発行した。1929年 9月から 1930年代にかけてこの
週報は、ロシア語・日本語の２カ国語で「新東亜会」出版社が発行し、その責任編集者は新
妻二朗だった(106)。チェルトコーフは「オルギンスキイ」（Оргинский）のペンネームで、こ
の『新東亜通信』やハルビンの露字新聞『ザリャー』、雑誌『ルベーシュ』をはじめとする
新聞、雑誌に日本在留ロシア人亡命者の生活や日本に関する記事を書いた。1931年12月５
日付で彼は満鉄の露字新聞『ハルビンスコエ・ヴレーミャ』の東京特派員となった(107)。前
記文集『東洋にて』には、「日本の精神・肉体文化の認識によせて　柔術―柔道」(108)と題す
る論考を寄せている。チェルトコーフはまた日本で商業活動にも従事し、1937年にベルギー
のコンツェルン「メタッリュニオン」の代表者となって、工作機械や金属を日本に輸入し
た。同年、イギリスの有限会社「コチン・プロダクス」の代表者にもなっている(109)。

102 Белоусова В. В. Моя музыкальная жизнь // На сопках Маньчжурии. №29. Новосибирск, март 1996 г. С.3;

Белоусова. Моя жизнь и музыка. С.145-152; 滝波秀子「桜木ゾーヤさんにたどりつくまで」『異郷』１、
1998年４月、９頁； Верижская Т. Памяти В. В. Белоусовой // На сопках Маньчжурии. №54. Июнь 1998 г.

С. 8; 小泉、前掲訳、13-20頁。
103 外務省外交史料館所蔵、外秘第 2893号、昭和５年８月 20日付、「亡命露人協会代表ノ渡支ニ関スル件」。
104 ロシア語名は、“Информационное бюро”。
105 ロシア語名は、“Синтоа цусин: Еженедельное русское издание (обзоры японской прессы по русским

вопросам)”。
106 Хисамутдинов. Указ. соч. С.12.

107 外務省外交史料館所蔵、特外鮮秘第 1559号、昭和６年 12月 26日付、「白系旧露国人来往ニ関スル件」。
108 К познанию японской духовно-физической культуры. Дзюудзюцу-дзюудоо // Кружок русских эмигрантов

в Японии (сост.). На Востоке. Вып. 1. С.102-115.

109 Хисамутдинов. Указ. соч. С.16, 19;  倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会－在京浜ロシア人学校と在
京浜亡命ロシア人社会－」45頁；倉田「1930年代はじめのソ連極東から日本への脱出・漂着者」25頁。
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　次にチェルトコーフと日本在住亡命露人協会の関わりを見ておこう。彼こそ本協会の創立
者で、1930年の創立時から 1933年まで「幹部会議長」(110)、即ち会長をつとめた。1930年 9
月10日に北京在住のホルワット将軍邸において開催された亡命露人大会に、チェルトコー
フは出向いている(111)。また 1931年 11月 12日には、上海仏租界で開催された上海在住旧露
国人協会代表者会議に列席した(112)。1932年に始まった沿海州脱出ロシア人の救援運動につ

なつあきかめいち

いては前に触れたが、この年の11月５、７、８日にチェルトコーフは夏秋亀一(113)を同伴の
上内務省を訪問して、繰り返し脱出ロシア人のソ連側への引き渡し引き止めを訴えた。また
チェルトコーフは「反共産党の暗流と西比利自治国の行動と西比利運動状況」なるものを執
筆し、鳥居忠恕に和訳させて、日本の軍部や元老、政府筋へ配布した。「昭和七年中に於け
る外事警察概要」にはこう記されている。

　会長チエルトコフは大正十四年五月入京以来常に一定の職なく西比利自治国代表者評議会議員の
とおやまみつる

名刺を使用し、反共産主義の宣伝に努め頭山満杉山茂丸其他軍部方面と連絡を保ちつヽ物質的援助

を求めつヽあるも一種の政治ブローカーにして在留露国人間にも信用なく、権威なきものなり(114)。

　1934年２月頃、前年 9月東京にロシア国民初等学校が開校したにもかかわらず、外国人
の経営する学校に通う露国人子女が少なからずいることを憂慮して、チェルトコーフは親た
ちにこう訴えた。

　多くの子供たちが外国人学校に通わされ、大勢がただ放っておかれている。これらの両親はわが

子のことを考えなければいけない(115)。

　確かにワノフスキイも、子供たちが急速に母国語を忘れつつあること、「立襟のルバーシ
カ（コソヴォロートカ）」（косоворотка）と「フライパン（スコヴォロートカ）」（сково-

マースレニツァ

родка）、「イグチ（食用キノコ）（マースレニク）」（масленик）と「大斉前週」（маслянни-
ドゥホーフカ

ца）(sic)を混同し、「天火」（духовка）を「フドーフカ」（худовка）と発音したり、父親の
話すロシア語を子供が理解できない、というような例を挙げている(116)。1936年２月２日の
定例総会でチェルトコーフは副会長に選ばれ、外部との交渉事務監督を行うことになった。
また８月 30日の定例総会ではチェルトコーフは「ソ聯邦新憲法の批評」というテーマで講

110 ロシア語では “председатель”。
111 外務省外交史料館所蔵、外秘第 2893号、昭和５年８月 20日付、「亡命露人協会代表ノ渡支ニ関スル件」；

五外親第 14617号、昭和 5年 8月 28日付、「亡命露人協会代表ノ渡支ニ関スル件」。
112 外務省外交史料館所蔵、特外鮮秘第 1559号、昭和６年 12月 26日付、「白系旧露国人来往ニ関スル件」；
113 夏秋は 1892年に東邦協会露西亜語学校に入学したが、まもなく退学。1899年に東京帝国大学法学部政治

科を卒業した。その後ロシアに赴き、モスクワを中心に各地を視察、ロシア女性と結婚した。1902年にモ
スクワで後藤新平と会見し、以後その腹心として日露政治折衝の裏面で重要な役割を果たした。特に後藤
の満鉄総裁就任後は、満鉄社外理事格で後藤の親露政策にそって活躍した。1929年の後藤の死後は著述に
従事し、もっぱら反共、反財閥を主張した。1908年に『大阪朝日新聞』の特派員としてペテルブルグに赴
任した二葉亭四迷と知り合い、彼の病気の世話をしたことでも有名である （十川信介「解題」『近代文学
研究資料叢書（５）坪内逍遥・内田魯庵編　二葉亭四迷』所収、日本近代文学館、1975年、19頁）。

114 『特高警察関係資料集成』第 16巻、268-269、298頁。
115 倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会―」42頁。
116 Ванновский. Указ. соч. С.1.
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演をした。「スターリン憲法」の徹底的な批判である。1939年３月５日の定期総会で、チェ
ルトコーフは理事を辞任した。
　恐らくこの年にチェルトコーフは日本を離れた。その後中国で約10年間暮らし、上海の
地方自治体の財務局の会計検査官として働いた。まもなく中国は共産主義国となったので、
彼はブラジルに移り、１年間暮らしてポルトガル語を習得した。その後アメリカに渡り、主
としてロシア語の教授とソ連問題のコンサルタントの仕事をするかたわら、露字新聞、雑誌
に数多くの論考を発表した。1983年末に亡くなった(117)。
　トルシチョーフ氏によると、チェルトコーフは日本滞在中宝石の売買に従事していた。ま
たローゼン男爵（日露戦争前の駐日ロシア公使ロマン・ローゼンの親戚）なる人物と組ん
で、対馬沖に沈没したロシアの戦艦に搭載した金塊引き上げの話を日本政府と三菱にもちか
け、両者ともにそれを信じ込んだという(118)。これはいわゆる「スヴォーロフ号金貨引揚会」
のことだろう。スヴォーロフ号は、日露戦争の日本海海戦の際に対馬近海に沈没したバルト
艦隊の旗艦である(119)。プーシキン祭の時点でチェルトコーフは 44歳である。

7. A. S. 

　A. S. (120)　本校の前身にあたる横浜の露国中学校と
東京の露西亜国民学校については、前引の倉田論文「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在
京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会－」に詳しいので、ここでは省略する。
　1933年９月に有志による父兄会が東京市神田区宮本通 3番地に臨時校舎を設け、ここに
「プーシキン名称ロシア初等国民学校」が誕生した。児童数は 16名、学校長は前記ペトロ
フ、名誉監督はセルギイ、教師はE. M. ボグダーノフ、P. パーヴロフ、スピンクス夫人（英
国人、英語担当）、外２名（日本語担当）がいた。ワノフスキイによると、ボグダーノフは
優れた教育者で、熱心に子供たちを教育し、パーヴロフは若き芸術家で、その指導による児
童オーケストラは見事だったという(121)。本校はとりわけ英語と日本語の教育に意を用いた。
大部分の児童が本校卒業後外国人学校に進学するため、英語の知識は不可欠であり、日本語
は主として書き言葉の方を教えた。その他男児には製本術、女児には手芸の時間もあった。
当初は初等科の 3学年だけだったのを、やがて 7年制の高等小学校に再編した(122)。
　その後寄付金 4000円を集め、1935年９月 27日にニコライ堂南側の敷地内で定礎式(123)を
行い、同年 12月(124)に二階建ての専用校舎が竣工、翌 1936年１月に開校した。建物の面積
は約40平方メートル。敷地は日本ハリストス正教会が向こう10年間無償貸与、かつ学校側

117 Хисамутдинов. Указ. соч. С.16, 19.

118 1998年８月 28日に草津温泉町でトルシチョーフ氏から行った聞き取り調査による。
119 「露艦将卒パニヒダ」『正教時報』22-６、1933年６月、27頁。
120 ロシア語名は、“Русское национальное высшее начальное училище имени А. С. Пушкина”。
121 Ванновский. Указ. соч. С.2, 5.

122 Оргинский Г. Русская школа в Токио // Рубеж; Хисамутдинов. Указ. соч. С. 5.

123 「露人小学校定礎式」『正教時報』24-11、28頁。
124 『極秘外事警察概況　第３巻　昭和 12年』に、本学校の専用校舎が 1934年 12月に竣工したとある（167

頁）のは誤りだろう。「ロシヤ人小学校設立」（『正教時報』24-7、1935年７月、28頁）を参照のこと。
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の必要に応じ期間延長を認め、廃校の場合は建物を正教会に寄付する、という口約束のもと
での開校だった。1937年10月末現在で児童数は22名である(125)。本校の教育目標はこう謳っ
てある。

　学校の使命とする所は、子供達に善良なる国民性と、よき伝統に基く国民教育を施し、以つてロ

シヤ人達が母国を去るにあたり持ち出せるその精神的諸価値が父母の代と共に亡びることなく、ヤ

ンガー・ジェネレーションによって継承され、永久に生かされることを期する点にある(126)。

　だが実際に本校の使命がどれほど達成されたかは疑問である。東京外国語学校のロシア語
講師 A. P. ミチューリンはこう書いている。

　彼ら［ロシア人児童―沢田］は自分たち同士は日本語で話をする。彼らは母国語よりも日本語の

方が上手だ。たった今日本語で活気づいてしゃべっていたロシアの少年が、ロシア人の問いにはた

どたどしく、なまって答えるのを耳にするのは悲しいことだ。亡命先で生まれたこれらの子どもた

ちは、もちろん習慣の点で、また恐らくは世界観の点でさえ、ロシア人よりも日本人に近くなるだ

ろう。彼らのうちに唯一残るものといえば、それは正教の信仰である(127)。

　1940年 9月に、前述のように、セルギイが正教会の大主教の職から退くことを余儀なく
された。そして自分が名誉監督官をつとめてきた本校の経営を、日本在住亡命露人協会に委
託した(128)。1941年８月に正教会側から敷地回収の通告があり、事態は紛糾した(129)。翌1942
年 10月に調停裁判で、正教会は学校側に 1945年９月 30日まで敷地の使用を許可し、その
後６カ月以内に学校は敷地を返還することに決まった。本校は 1942年 12月 23日に東京府
から私立学校として認可された。ロシア初等国民学校は少なくとも1944年夏までは存続し
ていた(130)。
　本学校がプーシキンの名を冠していることを指摘しておく。
　 　1937年頃に１円前後で購入できたのは、例えば次のようなものである。学童用水
彩絵具（12色入り）、カステラ１箱（１斤）、後楽園球場指定席、写真撮影料、総合雑誌、味
の素 100グラム缶、黒白フィルム 12枚撮り、弁当箱、練炭、離乳食「グリスメール」500グ
ラム押しぶた丸缶入り(131)。
　50 　1937年頃に50銭前後で購入できたのは、例えば次のようなものである。映画館入
場料、上質醤油 1.8リットル、畳表１畳当たりの裏返し手間賃、放送受信料、理髪料金(132)。

125 『極秘外事警察概況　第３巻　昭和 12年』167-168頁；『外事警察概況　第７巻　昭和 16年』300頁。
126 ロシヤ学校父母会一同「御挨拶」（プログラム「ロシヤの夕」）。
127 Мичурин А. П. Токио в дни войны // 8 декабря. Воспоминания и впечатления. Дайрен: Восточное обо-

зрение, 1943. С.102.

128 倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会―」43頁。
129 『極秘外事警察概況　第７巻　昭和 16年』300-301頁。
130 倉田「二つの大戦間の亡命ロシア人社会―在京浜ロシア人学校と在京浜亡命ロシア人社会―」44、45頁。
131 週刊朝日編『値段史年表　明治・大正・昭和』朝日新聞社、1988年、19、31、68、88、111、134、175、

176、215頁；『週刊　日録 20世紀　1937』2-6、1998年２月 17日、21頁。
132 『値段史年表　明治・大正・昭和』13、95、124、177、212頁。
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　 　 　内幸町１丁目には内外国人の社交場で
ある東京倶楽部、都新聞社（東京新聞社の前身）、夏目漱石や近松秋江が入院した胃腸病院
などがあった。現在は千代田区内幸町(133)。少し前になるが、1912年の地籍台帳では１丁目
５ノ１から５ノ９の所有者は三井合名会社になっている(134)。中林ビルディングの位置は不
明。ちなみに前記『新東亜通信』の発行所もこの番地になっている。

8.

　プーシキン没後100年祭は、当然のことながら、ソ連国内でソ連共産党中央執行委員会の
イニシャティブのもと盛大に祝われた。これを記念してアカデミー版の『A. S. プーシキン
全集』全 15巻の刊行がこの年にソ連で始まり、各地で展覧会が開催された。『東京朝日新
聞』、『東京日日新聞』、『読売新聞』、そして当時日本で出ていた数少ないロシア、ソ連関係
の雑誌『月刊ロシヤ』(135)は、２月 10日にモスクワのプーシキン広場やボリショイ劇場をは
じめソ連各地で祝典が盛大に挙行された様子、そしてそれが 20日まで続くことを伝えた。
『東京朝日新聞』は、「とにかく一人の文学者の百年祭が国家の一大事業として全国的にこれ
程大規模に挙行されたことは恐らく世界的にも初めてのことであろう」(136)と書き、『東京日
日新聞』は、詩人の孫に当たる人物が急に時の人になったことを報道している(137)。『報知新

くり みちのくお

聞』は菊岡久利（本名、高木陸奥男）の「時の反芻＝プウシキン百年祭に＝」という詩を掲
載し、投獄数十回におよぶアナーキズム詩人菊岡(138)は、「なぜか私のプウシキンは　日本の
北国の牢屋の中にゐる　北国の囚獄の真冬の中で　いつも私がプウシキンを　肌で呼吸し過
ぎたせいなのだ」(139)と詠った。
　プーシキン没後 100年祭は、日本のロシア文学者によっても祝われた。1937年一年間に
プーシキンの作品の翻訳が５冊、評論が単行本、雑誌論文合わせて 18編発表されたが(140)、
その最たるものが、上田進、神西清、中山省三郎らによる『プーシキン全集』全５巻（改造
社、1936―1937年）と菊池仁康個人訳の『プーシキン全集』全２巻（ボン書店、1936―1937
年）の刊行である。とりわけ前者は、金子幸彦氏が「世界でも、あの当時あれだけまとめて
プーシキンの翻訳を出したというのは他にないでしょうね。」(141)と語ったように、わが国の
プーシキン受容史上燦然と輝いている。これらの翻訳とは別に、1936年に上田進訳『プー
シキン詩抄』（ナウカ社）、1937年には中山省三郎訳『スペエドの女王』（書物展望社）が出

133 『角川日本地名大辞典　13　東京都』117頁。
134 『地籍台帳・地籍地図［東京］　第二巻　台帳編２』5-6頁。
135 「プーシュキン百年祭」『月刊ロシヤ』3-5、1937年５月、120-121頁。
136 『東京朝日新聞』1937年 2月 11日、３面。
137 『東京日日新聞』1937年 2月 12日、７面。
138 日本近代文学館編『日本近代文学大事典』第１巻、講談社、468頁。
139 『報知新聞』1937年２月 10日、5面。
140 佐藤繁好編『日本のプーシキン書誌（翻訳・紹介・研究文献目録）』ナウカ、1999年、78-90頁；国会図書

館編『明治・大正・昭和　翻訳文学目録』風間書房、1959年、461-465頁。
141 金子幸彦・木村彰一・池田健太郎・川端香男里「座談会〈ロシア研究によせて〉　文学研究の場で」『窓』

24、1978年３月、４頁。
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て、ともにブブノワが挿画を描いた(142)。彼女はニコライ堂へは通わず、在日亡命ロシア人
とは一線を画していたので、本稿で扱った在日ロシア人のプーシキン祭には恐らく参加して
いないだろう。
　日本在住亡命ロシア人によるプーシキン没後100年祭は、しかしながら、以上のいずれと
も関わりがなかった。彼らが接触をもっていたのは、パリ、ベオグラード、ベルリン、プラ
ハ、リガ、テリオキ（フィンランド、現ロシア連邦レニングラード州ゼレノゴールスク）、
ルーツク（ポーランド、現ウクライナ領）、ベイルート、ハルビン、上海、奉天、大連、天
津、北京、漢口、ニューヨーク、シドニー、ビゼルト、チュニス（ともにチュニジア）、ブ
エノスアイレス、サンチアゴなど世界各地の亡命ロシア人によるプーシキン記念祭挙行の動
きだった(143)。1937年一年間に世界中で 166のプーシキン委員会が結成され、記念祭開催は
ヨーロッパで 24カ国 170の都市、オーストラリアで４都市、アジアで８カ国 14都市、アメ
リカ大陸で３カ国５都市、全部で 42カ国 231の都市に上るという(144)。

　突如若やいで変貌した亡命者たちは、自分たちの悲哀を忘れ、あるいは後回しにして、まる一年

の間文字どおりプーシキンを生きたのだ(145)。

　1937年にロシア人亡命者によってロシア国外で何冊かの優れたプーシキン論が出版され、
第二次世界大戦前までにその数は都合約100冊に上るという(146)。なかでも特筆すべきは、ハ
ルビンのロシア人によるプーシキン100年祭である。1937年１－３月にハルビンの新聞に表
れたプーシキン関係の論文、記事は、300点を超えた(147)。また同年に『ロシアとプーシキン
　論文集　1837－ 1937年』とG. K. ギンス『A. S. プーシキンとロシア人の民族的自覚』(148)、

142 佐藤編『日本のプーシキン書誌（翻訳・紹介・研究文献目録）』64、85頁； Кожевникова И. П. Варвара

Бубнова. Русский художник в Японии. М.: Наука, Главная редакция восточной литературы, 1984. С.166-

167; コジェーヴニコワ著、三浦みどり訳、江川卓監修『ブブノワさんというひと　日本に住んだロシア人
画家』群像社、1988年、227-228頁。

143 Пушкинские дни в Российском зарубежье. 1937 год // На сопках Маньчжурии. №65. 1999. 頁付けなし。
144 Ильичев А. В. «Дай нам руку в непогоду . . .» : пушкинский юбилей 1937 года в странах АТР (библиогра-

фические заметки) // Россияне в Азиатско-Тихоокеанском регионе. Сотрудничество на рубеже веков:

Материалы первой международной научно-практической конференции. Книга вторая. Владивосток:

Изд-во Дальневост. ун-та, 1999. С.256-260.

145 Филин М. Предисловие // Зайцев К. И. (ред.) Пушкин и его время. Альбом автотипий с сопроводитель-

ным текстом. Харбин: Типография “Заря”, 1938. С.5. イタリック体部分は原文もイタリック体。
146 Там же. С.7.

147 Лукашкин А. С. Пушкинские торжества в Харбине в 1937 году // На сопках Маньчжурии. №65. 1999.

С.1-3. 1937年のハルビンでのプーシキン関係出版物や各教育機関で催されたプーシキン祭の内容、下記
『プーシキンとその時代』刊行後の反響、中央プーシキン委員会のその後の活動については、本論文に詳
しい。

148 Россия и Пушкин. 1837-1937. Сборник статей. Под. ред. Н. Никифорова. Харбин: Изд. Русской Акаде-

мической группы, 1937. 139 с. ; Гинс Г. К. А. С. Пушкин и русское национальное самосознание. 1837-
けんこう

1937. Харбин: Изд. “Россия и Пушкин”, 1937. XVIII + 70 с. 前者にはハルビン学院教授水谷健行の論文
「日本におけるA. S. プーシキン」も収められている。ギンス（1887-?）は法律家にしてハルビン法科大学
（Юридический факультет в Харбине）教授。この人物については以下の文献を参照のこと。  Булгаков В.

Словарь русских зарубежных писателей. New York: Norman Ross Publishing Inc., 1993. С.37;  内山ヴァ
ルーエフ紀子「哈爾濱・ロシア人住民と文化事業（五）哈爾濱のロシア人学校〈高等教育編①〉」『セーヴェ
ル』10、1999年 12月、76-78頁。
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翌年にはK. I. ザイツェフ編集による『プーシキンとその時代』(149)が出版された。とりわけ
『プーシキンとその時代』は注目に値する。1937年２月に満州帝国ロシア人亡命者事務局付
属中央プーシキン委員会(150)によってプーシキン展覧会が開催され、これには同委員会委員
P. I. サヴォスチヤーノフのコレクション、またブリュッセル在住の詩人の孫N. A. プーシキ
ンから貸与された品も展示された。本書は、この展覧会が契機となって一本にまとめられた
ものである。テキスト部分が全216頁、それ以外に207点の絵画が収められている。印刷部
数は 1160部、そのうち所有者の名前の入った 16部と番号の入った 44部は上質紙に大判で

こういち

印刷された。江原綱一元ハルビン副市長が200円を寄付し、これによってロシア人学童が廉
価で本書を購入することができた(151)。トルシチョーフ氏によれば、このアルバムは東京の
ロシア国民初等学校でも生徒に配布されたという(152)。本書は 1997年にモスクワの「テラ」
社から復刻版が出(153)、巻末に「付録」としてザイツェフの4本の論文、「人生の師としての
プーシキン」、「プーシキンのための闘い」、「プーシキンの宗教的問題」、「プーシキンは生き
ているか?（1837－ 1962）」が収録されている。
　上海でも亡命ロシア人によって詩人の 100年祭が挙行された。1937年に『上海のプーシ
キン・デー』と題する露・仏・英・中の４カ国語からなる本(154)が出版され、２月２日から
14日までさまざまな催し物が行われた。また露国避難民委員会会長メツレルの発起のもと
にプーシキン銅像建立委員会が組織され、２月11日に仏租界の空き地に銅像が建設されて、
盛大な除幕式が行われた(155)。

9.

　東京のプーシキン祭の第二部、ペトロフの講演のテーマは、「プーシキンとロシアと亡命」
である。講演の内容は不明だが、にもかかわらずこのテーマは象徴的な意味をもっている。
なぜなら、亡命ロシア人にとってプーシキンは格別の存在だったからだ。モスクワ生まれの

149 Зайцев (ред.). Указ. соч. 216 с. キリール・ヨシフォヴィチ・ザイツェフ（1887-1975）はペテルブルグに
生まれ、大学と工業大学を卒業後、内戦に参加。白衛軍敗退後はプラハとパリで数多くの定期刊行物の編
集に携わった。1935年にハルビンに移り、ハルビンロシア法科大学政治経済学教授となった。1945年に
司祭に叙聖、その後アメリカに移住して、1949年にニューヨーク州ジョーダンヴィル（ユーティカの南東
約 30キロにある小都市）の聖三位一体修道院で剃髪し、掌院コンスタンチンを名乗った。かの地で雑誌
『正教ルーシ』の編集に携わるかたわら、多くの著作を著した。Булгаков. Указ. соч. С.56; Николюкин А.

Н. (ред.) Литературная энциклопедия русского зарубежья (1918-1940). Т. I. Писатели русского зарубежья.

М.: РОССПЭН, 1997. С.173; Шелохаев В. В. (ред.) Русское зарубежье. Золотая книга эмиграции. Первая

треть XX века. Энциклопедический биографический словарь. М.: РОССПЭН, 1997. С.243-244; 1799-

1837: Пушкин и его время. М.: ТЕРРА, 1997. С.427.

150 Центральный Пушкинский комитет при Бюро по делам Российских эмигрантов в Маньчжурской

Империи. 1936年９月４日にハルビンで結成された。Лукашкин. Указ. соч. С.1.

151 Зайцев (ред.). Указ. соч. С.5-6. 江原綱一については、『昭和人名辞典　第４巻　外地・満支・海外篇』日
本図書センター、1987年、「海外」4-5頁、を参照のこと。

152 1998年８月 28日に草津温泉町でトルシチョーフ氏から行った聞き取り調査による。
153 1799-1837: Пушкин и его время. М.: ТЕРРА, 1997. 462 с.

154 Пушкинские дни в Шанхае. Шанхай, 1937. 109 с. + 62 репродукции портретов и картин.

155 Пушкину - русский Шанхай // Рубеж. № 7. 1937. С.10;　「中ソ文化協会のプーシキン百年祭挙行」『特秘
外事警察報』175、1937年２月。復刻版、第48巻、不二出版、1988年、171頁；中山省三郎の写真、『ソヴェー
ト文学』99、1987年４月、４頁；Пушкинские дни в Шанхае // Австралиада. №20. 1999. С.11.
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沢田和彦

コロンビア大学名誉教授にしてニューヨークのバフメーチエフ文書館管理人M. I. ラーエフ
は、その著『在外ロシア』のなかでこう書いている。

　プーシキンの作品は他国語への翻訳が極めて困難だったので、ロシア人はプーシキンをことのほ

か自分たちの詩人であるとみなした。祖国を遠く離れ、過去にまつわるありとあらゆる快い思い出

をノスタルジーとしてもつ追放者にとって、プーシキンはきわめて多くのことを意味した。彼の作

品はたやすく暗記されたばかりでなく、記憶中に祖国の多くのイメージを呼び起こした。さらに他

の民族と文化の洞察力あるその描写のお陰で、亡命者は在外ロシアを取り巻く世界に容易に入って

いくことができた。プーシキンのお陰で新しい国、その文学の主人公たち、彼ら特有の考え方と感

じ方、要するに彼らのメンタリティーが亡命者にとってより近しいものとなったのである。

　〈中略〉亡命の地において教養あるロシア人は、言語と形式の観点からばかりでなく、創作の自

由、ボリシェヴィキのロシアで無慈悲に踏みにじられた自由に忠実なゆえに、自分たちにもっとも

近しい、本当に自分たちの詩人としてのプーシキンを新たに発見したのである。

　〈中略〉プーシキンの政治的立場、即ち民衆蜂起を恐れてのツァーリズムとの和解、ロシアの民族

主義と帝国主義に対する彼のたまさかの称賛、そして彼の非妥協的な個人主義と自由愛好の精神、

これらすべてが亡命インテリゲンチヤのとりわけ熱烈な反響を呼び起こした。1920年代と 1930年

代中葉までソ連のプロパガンダは文化の領域においてプーシキンを斥け、ナロードニキ詩人ネク

ラーソフや、社会的な傾向をもった散文を書いたサルティコーフ=シチェドリンやガルシンのよう

な他の偶像の方を良しとした。この排除ゆえに亡命者には、自分たちにとってロシア文化の中心人

物であるプーシキンに帰依する気持ちがますます強まったのである(156)。

　上で見たような充実したプーシキン没後100年祭が1937年という年に東京で挙行された
のは、奇跡的な出来事といっても過言ではない。結果として実にタイミングが良かったとい
える。これより少し前でも後でもそれは不可能だったろう。というのは、この一月後、1937
年３月に東京で「白系露西亜人文芸会」が発足し、以後数年間は在京亡命ロシア人社会で精
神・文化生活がもっとも開花した時期にあたり、プーシキン祭はその端緒をなしたものとい
えるからだ。それ以前では彼ら自身にこのような潜在能力はなかっただろうし、それ以後で
は軍国主義の道をたどり始めた日本の社会がその実現を許さなかっただろう。
　プーシキン祭の実際の参加人数は不明だが、この一月後に発足した「白系露西亜人文芸
会」の催し物の折りの参加人数から推測して、およそ 50人前後というところか。亡命ロシ
ア人の集まりの例にもれず、プーシキン祭にも日本の警察が来たと思われるが、それを除け
ば他はほとんどロシア人ばかりだっただろう。
　最後に筆者自身の疑問点を挙げておく。それは、プログラム中にワノフスキイとグリゴー
リエフの名前がないのは何故か、ということである。ワノフスキイにはプーシキンに関する

156 Marc Raeff, Russia Abroad: A Cultural History of the Russian Emigration, 1919-1939 (New York: Oxford Univer-

sity Press, 1990), pp. 95-96; Раев М. И. Россия за рубежом. История культуры русской эмиграции. 1919-

1939. М.: Прогресс-Академия, 1994. С.124-125.
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いくつかの論文があり(157)、グリゴーリエフは前述のように「白系露西亜人文芸会」の会長
だからだ。これと関連してひとつ思い浮かぶのは、前に触れた文集『東洋にて』はグリゴー
リエフが編集し、ワノフスキイもこれに３本論考を寄せているが、この文集に次のような編
集局の奇妙な断り書きが付されていることだ。

　［文集の－沢田］発行直前にペトロフとチェルトコーフとT女史が文集から抜けたいと言ってきた

が、純粋に技術的な理由により間に合わなかった。(158)

　「出版方針の点で意見がまとまらずグループ内に分裂が生じたために、文集はこれ以上出
なかった」という見方があることからして(159)、この２年前の内訌がプーシキン祭まで尾を
引いていたのかもしれない。

　本稿執筆に際し、A. A. ヒサムトヂーノフ（ウラヂヴォストーク・国立極東工科大学）、G.

P. コシーツィン（シドニー・『オーストラリアーダ』誌編集部）、E. B. ベロドゥブローフス
キイ（国立サンクト・ペテルブルグ大学アカデミー中学校特殊教育リサーチ・センター）、
O. G. プチーツィナ（モスクワ・トレチヤコフ美術館）、N. G. ジェクーリン（カナダ・カル
ガリー大学）、E. N. チェルノルーツカヤ（ウラヂヴォストーク・ロシア科学アカデミー極
東支部極東諸民族歴史・考古・民族学研究所）、G. I. カネーフスカヤ（ウラヂヴォストーク・
国立極東大学）、「来日ロシア人研究会」の会員、とりわけ中村喜和（共立女子大学）、滝波
秀子、松村都の各氏、また内山ヴァルーエフ紀子、斉藤実（東京YMCA）、K. M. トルシチョー
フ、新田喜代見、浜野アーラ、原暉之（北海道大学スラブ研究センター）の各氏から資料と
ご教示を賜った。またトレチヤコフ美術館、国立プーシキン博物館（サンクト・ペテルブル
グ）、外務省外交史料館、国立国会図書館、埼玉大学図書館、東京YMCA資料室、北海道大
学図書館、早稲田大学現代政治経済研究所図書室、早稲田大学中央図書館で資料収集と調査
を行った。記して感謝の意を表する。

157 例えば、「プーシュキンに及ぼせるシェークスピヤの影響に関する新論據（霊魂に対する復讐の謎）」、
Новые данные о влиянии Шекспира на Пушкина (Загадка мести за душу) 『外国文学研究』１、1923
年３月、299-328、21-47頁；岡澤秀虎訳「実現されざりし企図」『文学思想研究』７、1928年６月、401 -
433頁；岡澤秀虎訳「運命の鏡―プーシュキンの『エヴゲニイ・オネーギン』―」『文学思想研究』９、1929
年６月、357-391頁；岡澤秀虎訳「『エヴゲニイ・オネーギン』の詩の構想とプーシュキンの芸術に於ける
その意義」『文学思想研究』11、1930年６月、337-369頁；Зеркало судьбы (Сон Татьяны) // Кружок русских

эмигрантов в Японии (сост.). На Востоке. Вып. 1. С.164-220.

158 От редакции // Кружок русских эмигрантов в Японии (сост.). На Востоке. Вып. 1.  頁付けなし。
159 Хисамутдинов. Указ. соч. С.39.


